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矢
田
地
蔵
縁
起
絵
巻
の
筆
者
に
関
す
る
一
考
察

瀧

尾

貴

美

子

鎌
倉
時
代
は
絵
巻
の
宝
庫
で
あ
る
。
特
に
、
十
三
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
は
、
社
寺
縁
起
や
高
僧
伝
を
主
題
と
す
る
大
部
な

絵
巻
が
数
多
く
制
作
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
や
ま
と
絵
の
流
れ
の
中
で
と
ら
え
る
と
、
そ
の
頂
点
に
立
つ
の
は
、
延
慶
二
年
（
一
三

O
九）、

西
園
寺
公
衡
に
よ
っ
て
春
日
社
に
奉
納
さ
れ
た
「
春
日
権
現
験
記
絵
」
二
十
巻
（
御
物
）
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
の
や
ま
と
絵
は
時
代
の

下
降
と
と
も
に
大
き
く
変
容
し
て
い
く
。

京
都
市
矢
田
寺
所
蔵
の
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
巻
」

（
紙
本
著
色
二
巻
）
は
、
大
和
郡
山
市
の
矢
田
山
金
剛
山
寺
（
俗
称
矢
田
寺
）
に

伝
来
す
る
地
蔵
菩
薩
立
像
に
ま
つ
わ
る
縁
起
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
古
く
か
ら
「
詞
世
尊
寺
殿

絵
高
階
隆
兼
筆
し
と
い
う
伝
承
が

あ
る
。
絵
の
筆
者
と
伝
え
ら
れ
る
高
階
隆
兼
は
「
春
日
権
現
験
記
絵
L

を
描
い
た
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
、
少
な
く
と
も
延
慶
二
年
か
ら

元
徳
二
年
（
一
三
三

O
）
ま
で
の
問
、
絵
所
預
職
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
）
。
当
時
の
絵
所
預
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
宮
島

新
一
氏
に
精
細
な
論
考
が
あ
る
r

そ
れ
に
よ
る
と
、
隆
兼
は
作
品
お
よ
び
文
献
上
の
双
方
か
ら
知
ら
れ
る
絵
所
預
の
初
例
で
あ
り
、
こ

の
隆
兼
以
降
、
十
五
世
紀
初
め
ま
で
の
問
、
絵
所
預
は
天
皇
の
交
代
に
付
随
し
て
交
代
し
た
こ
と
が
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
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こ
れ
ら
の
絵
所
預
の
中
に
は
、
名
の
み
知
ら
れ
て
作
品
を
遺
さ
な
い
者
も
い
る
c

従
っ
て
、
確
実
な
作
品
を
有
し
、

明
ら
か
に
さ
れ
た
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限
り
の
絵
所
預
の
系
譜
の
中
で
比
較
的
早
い
時
期
に
位
置
す
る
隆
兼
が
絵
画
史
上
に
も
つ
意
義
は
、
極
め
て
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
隆
兼
の
画
作
に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
隆
兼
の
確
実
な
作
品
と
し
て
は
先
述
の

「
春
日
験
記
」
が
あ
り
、

「
春
日
明
神
影
向
図
」

（
藤
田
美
術
館
）
も
隆
兼
そ
の
人
の
筆
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

「
春
日
験
記
L

と
画

風
が
近
似
す
る
も
の
に
「
玄
奨
三
蔵
絵
」
十
二
巻
（
藤
田
美
術
館
）
、
「
石
山
寺
縁
起
」
第
一
、
二
、
三
、
五
巻
（
石
山
寺
）
、

「
駒
競
行

幸
絵
巻
」
断
簡
（
静
嘉
堂
、
久
保
家
）
等
が
あ
る
。

さ
れ
て
お
り
）
、
ま
た
そ
の
他
の
作
品
に
つ
い
て
も
諸
氏
に
よ
っ
て
隆
兼
筆
も
し
く
は
隆
兼
周
辺
の
絵
師
の
筆
に
な
る
も
の
と
い
っ
た
見

解
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、

「
玄
奨
三
蔵
絵
」
に
つ
い
て
は
源
豊
宗
氏
に
よ
っ
て
隆
兼
筆
で
あ
る
こ
と
が
論
証

い
ず
れ
も
「
春
日
験
記
」
と
の
関
連
を
明
解
に
と
ら
え
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
矢
田

寺
所
蔵
の

「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
も
従
来
よ
り
隆
兼
の
画
風
を
帯
び
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
で
い
る
も
の
の
、
こ
の
作
品
に
関
す
る
論

考
は
極
め
て
少
な
く
、

「
春
日
験
記
」
お
よ
び
そ
の
周
辺
作
品
と
の
比
較
考
察
は
未
だ
充
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
矢
田
地
蔵
の
縁
起
を
絵
画
化
し
た
も
の
と
し
て
は
、
他
に
、
金
剛
山
寺
蔵
「
矢
田
地
蔵
縁
起
」

（
絹
本
著
色
二
幅
）
、
奈
良
市
個

人
蔵
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
巻
」

（
紙
本
著
色
一
巻
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
種
の
作
品
と
矢
田
寺
蔵
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
巻
」

と
に
は
、
図
様
に
お
い
て
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
既
に
梅
津
次
郎
氏
に
よ
っ
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
そ
れ
を

要
約
し
て
お
く
。
金
剛
山
寺
本
は
、
第
一
話
地
蔵
造
立
縁
起
の
ほ
か
、
第
二
話
武
者
所
康
成
蘇
生
の
こ
と
、
第
三
話
広
瀬
小
児
蘇
生
の

ニシ」、

と
い
う
利
生
謹
二
話
を
含
む
三
話
か
ら
成
る
。
巻
子
本
二
種
は
第
三
話
を
描
か
な
い
。
第
一
話
の
説
話
そ
の
も
の
は
少
な
く
と

も
建
仁
二
年
二
二

O
二
）
以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
第
二
話
は
巻
子
本
の
詞
書
に
よ
っ
て
の
み
内
容
が
理
解
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
金
剛
山
寺
本
と
矢
田
寺
本
に
つ
い
て
、
共
通
す
る
二
説
話
を
表
わ
し
た
部
分
を
比
較
す
る
と
、
場
面
の
撰
定
は
殆

ど
一
致
し
て
お
り
、
対
応
す
る
場
面
に
は
し
ば
し
ば
図
様
の
相
似
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
両
者
の
聞
に
、
伝
本
と
し
て
の
、
親
子



関
係
の
存
在
」
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
先
後
関
係
は
二
、
三
の
理
由
に
よ
り
、
掛
幅
の
金
剛
山
寺
本
か
ら
巻
子
の
矢
田
寺
本
へ
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
矢
田
寺
本
は
、
金
剛
山
寺
本
の
画
面
の
中
で
は
不
規
則
に
配
置
さ
れ
て
い
た
説
話
の
各
場
面
を
、
説
話
の
進

行
順
に
整
え
、
こ
れ
ら
の
場
面
の
聞
を
霞
や
自
然
描
写
で
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
絵
巻
と
い
う
長
大
な
画
面
の
中
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

桃
山
或
い
は
江
戸
時
代
初
期
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
個
人
蔵
本
は
、
構
成
は
矢
田
寺
本
と
殆
ど
同
じ
で
あ
る
が
、

一
部
の
構
図
や
細
部
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表
現
か
ら
、
こ
れ
が
矢
田
寺
本
を
越
え
て
金
剛
山
寺
本
と
強
く
相
似
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
梅
津

氏
は
こ
れ
ら
三
者
の
系
統
的
な
関
係
を
、

金
剛
山
寺
本
」
l
巻
子
本
（
現
存
せ
ず
）

一i
i矢
田
寺
本

ー
個
人
蔵
本

と
結
論
し
、
そ
の
上
で
「
京
都
矢
田
寺
本
は
、
底
本
を
隆
兼
系
の
強
力
な
個
性
に
よ
っ
て
更
改
し
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
」
と
付
記
さ

れ
た
。
そ
こ
で
、
矢
田
寺
本
に
・
お
い
て
は
、
各
場
面
の
図
様
そ
の
も
の
よ
り
も
、
そ
の
聞
の
場
面
転
換
の
部
分
に
隆
兼
系
の
特
徴
が
出

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

小
稿
で
は
、
矢
田
寺
本
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
と
「
春
日
験
記
」
そ
の
他
の
諸
作
品
と
を
画
面
構
成
・
お
よ
び
様
式
の
点
か
ら
比
較

検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
隆
兼
画
系
に
お
け
る
矢
田
寺
本
の
佐
置
づ
け
を
試
み
た
い
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
の
諸
絵
巻
に
共
通

し
て
見
ら
れ
る
場
面
転
換
の
た
め
の
す
や
り
霞
の
用
法
を
分
析
す
る
。
次
に
、
矢
田
寺
本
の
山
型
、
岩
、
樹
木
、
界
法
、
人
物
等
の
細
部
表

現
の
特
色
を
考
察
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
隆
兼
と
そ
の
周
辺
の
絵
師
に
つ
い
て
の
未
解
決
な
諸
問
題
を
解
明
す
る
一
助
と
し
た
い
。

な
お
、
矢
田
寺
本
の
制
作
事
情
は
一
切
不
明
で
あ
り
、
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
も
不
明
な
点
が

i
u。
絵
巻
の
筆
者
の
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
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制
作
の
場
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
金
剛
山
寺
或
い
は
矢
田
寺
と
の
関
係
の
有
無
等
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
回
は
画
面
に
即
し
て
場



28 

面
転
換
の
方
法
と
、
細
部
表
現
の
様
式
に
限
っ
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

矢
田
寺
本
は
、
数
場
面
か
ら
成
る
一
つ
の
話
を
一
段
中
に
描
く
連
続
画
面
形
式
の
絵
巻
で
あ
る
。
縁
起
の
内
容
と
各
場
面
と
の
比
定
は
梅

津
氏
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
お
川
、
そ
れ
に
よ
る
と
第
一
話
は
A
｜
M
お
よ
び
X
の
一
四
場
面
、

第
二
話
は

a
i
e
の
五
場
面
か
ら
成
る

h

以
下
、
各
場
面
は
こ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
用
い
て
呼
称
す
る
）
。
た
だ
し
、
A
の
前
に
描
か
れ
て
い
る
主
人
公
満
米
上
人
の
日
常
生
活
を
表
わ

す
場
面
を
U
A
と
し
て
加
え
、
一
方
、
F
、
日
は
ま
と
め
て
一
場
面
と
す
る
。
画
面
構
成
は
、
異
時
間
関
的
な
表
現
は
殆
ど
な
く
、
分
節
さ
れ
た
一
つ
一
つ

の
場
面
を
順
に
並
べ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
各
場
面
は
、
第
一
話
中
の
地
獄
の
情
景
が
料
紙
三
枚
余
に
及
ぶ
長
い
も
の
で
あ
る
の
を
除
く
と
、

比
較
的
短
く
、
料
紙
一
枚
内
外
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
先
述
の
如
く
、
巻
子
本
は
掛
幅
本
の
図
様
を
基
に
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
う
し
た
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
矢
田
寺
本
の
構
成
に
お
い
て
は
場
面
と
場
面
を
い
か
に
し
て
つ
な
い
で
い
る
か
に
興
味
が
も
た
れ
る
。

そ
こ
で
、
矢
田
寺
本
の
場
面
転
換
の
方
法
を
見
る
と
、

（一）

同
一
建
物
内
で
別
室
に
移
る

JA
↓
A
、
K
↓
X
l
，L
 

仁）

す
や
り
霞
を
描
く

a
l
’c
 

巳）

山
型
を
描
く

、

E
D
I－－

v
a
 
c
l
i
v
，d
 

四）

す
や
り
霞
と
山
型
を
描
く

A
↓
B
↓
C
↓
D
 （図
l
）、

I
↓
J
↓
K

（図
2

）

d
↓

e
（図
H
）

以
上
回
種
に
分
類
さ
れ
る
。

こ
れ
以
外
で
は
、

淡
羅
宮
門
の
外
か
ら
内
へ
移
る
D
↓
E
、
す
や
り
霞
を
伴
う
が
隣
接
す
る
別
棟
の
堂
に

移
る
L
↓
M
が
い
門
に
準
じ
る
も
の
、
ご
つ
ご
つ
し
た
岩
を
聞
に
描
く
F
H
↓
G
↓
ー
が
臼
に
準
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
残
る
E
↓

F
H
は、

周
縁
を
細
か
く
波
立
た
せ
た
形
の
雲
（
以
下
、
波
状
雲
と
い
う

を
す
や
り
霞
の
代
用
と
考
え
る
と
、

山
型
と
と
も
で
四
に



準
じ
る
も
の
で
あ
る

o
Hは
古
く
か
ら
あ
る
方
法
で
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
こ
こ
で
は
口
四
の
す
や
り
霞
に
注
目
し
た
い
。
な

お
臼
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

矢
田
寺
本
の
す
や
り
霞
は
、
形
態
は
水
平
直
線
を
基
本
と
し
、
そ
の
先
端
を
弧
状
に
す
る
も
の
が
所
々
に
あ
る
。
こ
の
弧
は
上
下
相

称
な
形
で
は
な
く
、
突
出
点
が
や
や
下
方
に
寄
っ
て
い
る
が
全
体
と
し
て
は
ふ
く
よ
か
な
丸
味
を
も
っ
。
輪
郭
は
薄
墨
の
細
線
に
胡
粉

を
沿
わ
せ
て
描
き
、
そ
の
内
部
は
素
地
の
ま
ま
残
す
か
淡
く
薄
墨
を
刷
く
。
霞
の
内
外
の
区
分
は
裁
然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
霞
中
に

矢田地蔵縁起絵巻の筆者に関する一考察

絵
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
こ
の
す
や
り
霞
と
山
型
が
併
せ
て
場
面
転
換
に
用
い
ら
れ
る
四
の
A
↓
B
↓
C
等
は
、
実
際
に
は
、

人
物
の
い
る
場
面
と
山
型
と
の
聞
に
比
較
的
短
い
す
や
り
霞
を
描
い
て
転
換
を
は
か
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
d
↓
C

で
は
、
険

し
い
崖
の
背
後
か
ら
た
な
び
く
す
や
り
霞
が
近
景
の
松
の
大
樹
を
横
切
る
と
い
う
構
成
に
空
間
的
な
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
、
場
面
転
換

の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
な
お
、

C
↓
D
、
I
↓
J
↓
K
の
山
型
に
描
か
れ
る
水
平
直
線
の
霞
の
う
ち
、
画
面
の
上
方
の
山
裾
に
か
か

る
も
の
は
、
遠
景
と
中
近
景
と
を
明
瞭
に
区
分
す
る
は
た
ら
き
を
も
つ
も
の
で
、
特
徴
の
あ
る
表
現
で
あ
る
。

さ
て
、
す
や
り
霞
に
よ
っ
て
画
面
を
分
節
し
、
こ
れ
を
場
面
転
換
と
す
る
方
法
は
、
源
豊
宗
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

「
春
日
験
記
」
、

「
玄
安
三
蔵
絵
」
、
「
石
山
寺
縁
起
」
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
十
三
世
紀
の
絵
巻
に
は
殆
ど
例
が
な
い
。

一
段
が
長
い
連
続
画

面
の
形
式
を
と
る
「
華
厳
縁
起
」

（
高
山
寺
）

で
は
、
場
面
聞
を
素
地
の
ま
ま
残
し
、
す
や
り
霞
ら
し
い
線
を
入
れ
る
こ
と
は
あ
る
が

そ
の
形
は
ま
だ
一
定
し
て
い
な
い
。

「
東
征
伝
絵
巻
」

一
二
九
八
年
）
で
は
、
第
二
巻
段
五
に
短
い
水
平
直
線
の
霞
に

（
唐
招
提
寺
、

よ
る
画
面
の
分
節
が
あ
る
ほ
か
は
、
す
や
り
霞
に
よ
る
場
面
転
換
は
、
第
一
巻
段
四
（
図
5
）
の
よ
う
に
主
と
し
て
海
と
岸
の
間
も
し

く
は
海
中
で
行
な
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
完
全
な
分
節
で
は
な
い
。
十
四
世
紀
に
な
る
と
「
法
然
上
人
絵
伝
」

（
知
思
院
、

一
三

O
七
年

29 

制
作
開
始
）
に
数
例
が
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
方
法
は
隆
兼
画
系
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
隆
兼
画
系
の
特
徴
の
一
つ
に
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は
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

「
春
日
験
記
L

以
下
の
作
品
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
併
せ
て
矢
田
寺
本
の
霞
に
み
た

も
う
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
遠
景
と
中
近
景
と
の
区
分
に
つ
い
て
も
見
る
こ
と
に
す
る
。

「
春
日
験
記
」
で
は
全
九
三
段
中
の
二

O
段
に
画
面
を
二
つ
以
上
に
分
節
す
る
場
面
転
換
が
あ
り
、
そ
の
数
は
二
六
箇
所
で
あ
る
。

内
訳
は
、
す
や
り
霞
を
用
い
る
も
の
一
二
例
、
波
状
雲
一
例
、
す
や
り
霞
と
波
状
雲
五
例
、
す
や
り
霞
と
山
型
三
例
、
そ
の
他
五
例
で

あ
る
。
波
状
雲
を
す
や
り
霞
に
準
ピ
る
も
の
と
し
て
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
と
、

一
八
例
が
す
や
り
霞
に
よ
る
分
節
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
に
ほ
ぼ
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
は
、
二
場
面
聞
に
描
か
れ
る
霞
は
左
右
に
短
く
（
図
3
）
、
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
分
節
さ
れ
る
各

場
面
も
、
例
外
は
あ
る
が
大
抵
は
短
い
画
面
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
上
下
に
も
霞
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
に
周
囲
を
包
摂

さ
れ
た
構
図
に
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
山
型
を
併
せ
用
い
る
三
例
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
巻
段
二
は
矢
田
寺
本
と
同
様
の
も
の
で

あ
り
、
第
十
九
巻
段
三
は
山
型
の
中
で
展
開
す
る
二
場
面
の
聞
に
部
分
的
に
す
や
り
霞
を
か
け
て
転
換
を
は
か
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
も
う
一
例
は
第
十
九
巻
段
一
の
春
日
山
景
（
図
4
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
場
面
転
換
の
た
め
の
山
型
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
こ
れ
自

体
が
一
つ
の
主
要
な
場
面
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
「
春
日
験
記
L

の
画
面
を
分
節
す
る
場
面
転
換
の
殆
ど
は

す
や
り
霞
と
波
状
雲
ド
よ
る
も
の
と
呈
一
守
え
る
。

「
玄
奨
三
蔵
絵
ず
ら
は
唐
や
西
域
を
舞
台
と
す
る
特
異
性
の
た
め
に
す
や
り
霞
を
一
切
用
い
ず
に
波
状
雲
を
代
用
し
て
お
り
、
第
一
巻

段
二
（
図
6
）
、
同
段
三
に
は
ご
れ
に
よ
る
場
面
転
換
が
あ
る
が
、
旅
を
テ
l
マ
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
山
型
が
よ
く
描
か
れ
、
場
面
転

換
に
も
山
型
を
用
い
る
所
が
多
い
。

「
駒
競
行
幸
絵
巻
」
は
残
欠
な
の
で
画
面
構
成
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、
久
保

家
本
に
は
高
陽
院
東
門
周
辺
の
場
面
か
ら
邸
内
へ
進
む
聞
に
短
い
す
や
り
霞
に
よ
る
分
節
が
あ
り
、
空
間
的
広
が
り
と
時
間
の
経
過
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。



「
石
山
寺
縁
起
」
第
一
、
二
、
三
巻
に
は
、
石
山
寺
へ
参
詣
す
る
道
中
と
金
堂
内
部
と
の
二
場
面
か
ら
成
る
も
の
が
三
段
あ
る
。
第

二
巻
段
五
は
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
も
の
よ
り
も
や
や
長
い
水
平
直
線
の
霞
に
よ
る
分
節
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
三
巻
段
二
（
図

7
）
、
同
段
三
は
霞
と
と
も
に
広
々
と
し
た
景
観
を
描
く
も
の
で
、
特
に
前
者
に
見
ら
れ
る
裾
を
霞
で
隠
さ
れ
た
山
々
を
二
列
に
雁
行
さ

せ
る
構
図
の
近
江
山
景
は
、
場
面
転
換
の
は
た
ら
き
を
離
れ
て
、
第
一
巻
段
一
と
同
様
に
風
景
を
描
い
た
場
面
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

矢田地蔵縁起絵巻の筆者に関する一考察

こ
れ
は
「
春
日
験
記
」
第
十
九
巻
段
一
の
春
日
山
景
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
春
日
山
景
が
画
面
全
体
へ
の
広
が
り
を
も
つ
の
に

対
し
、
近
江
山
景
は
霞
の
は
た
ら
き
に
よ
る
近
景
か
ら
遠
景
へ
の
展
開
が
あ
っ
て
、
よ
り
整
理
さ
れ
た
構
成
で
あ
る
o

「
石
山
寺
縁
起
」

第
五
巻
に
は
、
す
や
り
霞
に
よ
る
分
節
が
三
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
段
一
の
二
例
（
図
8
）
は
霞
の
合
い
聞
に
樹
木
の
先
端
が
見
え
て
い

る
こ
と
と
、
三
例
と
も
霞
が
左
右
に
か
な
り
長
い
も
の
に
な
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
第
五
巻
に
は
他
に
霞
と
山
型
と
で
分
節
す

る
箇
所
が
二
例
あ
り
、
広
々
と
し
た
景
観
を
描
い
て
い
る
。
同
時
に
各
場
面
が
長
大
な
構
図
を
と
る
傾
向
が
あ
り
、
空
間
的
展
開
性
へ

の
指
向
が
強
く
感
む
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
第
一
、
二
、
三
巻
の
長
い
行
列
を
描
く
場
面
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
観
応
二
年
（
一
三
五
こ
に
藤
原
隆
章
、
隆
昌
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
「
慕
帰
絵
詞
」
十
二
巻
（
西
本
願
寺
、
第
一
、
七
巻
は

後
補
）
は
、
基
本
的
に
は
隆
兼
の
画
風
の
特
色
を
有
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
各
段
の
構
成
は
か
な
り
長
い
が
殆
ど
一
場

面
か
ら
成
り
、
画
面
の
分
節
に
よ
る
場
面
転
換
が
あ
る
の
は
三
段
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
第
二
巻
段
二
は
山
型
と
そ
の
背
後
を
通
つ

て
左
右
に
広
が
る
す
や
り
霞
に
よ
っ
て
場
面
の
転
換
が
は
か
ら
れ
る
が
、
こ
の
霞
の
合
い
聞
に
は
遠
景
や
樹
木
の
先
端
が
見
え
て
い
る
。

第
八
巻
段
三
は
同
じ
く
す
や
り
霞
と
そ
の
合
い
聞
に
見
え
隠
れ
す
る
松
の
木
に
よ
っ
て
画
面
が
分
節
さ
れ
る
。
第
十
巻
段
二
は
二
箇
所

に
短
い
す
や
り
霞
に
よ
る
分
節
が
あ
り
（
図
9
）
、
霞
の
用
法
と
し
て
は
「
春
日
験
記
」
と
共
通
す
る
特
徴
を
備
え
て
い
る
。
な
お
、
山
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型
に
か
か
る
霞
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
第
六
巻
段
三
の
松
島
図
、
第
九
巻
段
一
の
天
橋
立
図
で
は
景
観
の
合
い
聞
に
霞
を
入
れ
て
近
景
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か
ら
遠
景
ま
で
の
多
層
空
間
を
構
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
両
者
と
も
か
な
り
高
い
視
点
か
ら
の
鳥
撒
図
で
あ
る
た
め
、

結
果
的
に
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
遠
景
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
第
九
、
十
巻
巻
末
の
画
面
の
上
方
に
は
裾
を
霞
で
隠
さ
れ
た
遠
山

の
描
写
が
あ
る
。

以
上
見
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
ま
ず
、
す
や
り
霞
に
よ
り
画
面
を
分
節
す
る
場
面
転
換
の
方
法
は
「
春
日
験
記
」
に
多
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
慕
帰
絵
詞
」
に
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
言
え
る
。
そ
の
形
態
や
描
法
も
殆
ど
変
わ
り
な
く

踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
春
日
験
記
」
の
霞
が
短
く
、
画
面
を
分
節
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

「
慕
帰
絵
詞
」

で
は
霞
の
聞
に
樹
木
の
先
端
を
描
く
な
ど
、
霞
の
部
分
を
も
自
然
の
空
間
に
近
づ
け
よ
う
と
す
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な

が霞
指中
摘に
し描
てか
おれ
らる
れ樹
る巴木

ーコ

て
は

「
石
山
寺
縁
起
」
第
五
巻
の
表
現
が
「
慕
帰
絵
詞
」
の
そ
れ
と
類
似
す
る
こ
と
を
吉
田
友
之
氏

「
慕
帰
絵
詞
」
の
各
段
は
一
律
に
長
く
、
建
物
を
描
く
に
あ
た
っ
て
は
門
前
か
ら
邸
内
へ
と
い
う
空
間
的
な

広
が
り
の
描
写
を
好
む
が
、

「
石
山
寺
縁
起
」
第
五
巻
段
一
末
の
藤
原
因
能
邸
の
場
面
に
も
同
様
の
趣
が
あ
り
、
両
者
の
近
似
を
印
象

づ
け
る
。
次
に
、
山
型
と
そ
れ
に
か
か
る
霞
の
表
現
に
つ
い
て
は
、

「
慕
帰
絵
詞
」
の
第
九
、
十
巻
巻
末
に
描
か
れ
る
遠
山
に
類
似
す

る
も
の
と
し
て
、

「
石
山
寺
縁
起
」
第
一
巻
段
五
の
琵
琶
湖
上
に
棚
引
く
霞
を
隔
て
た
向
こ
う
に
連
ら
な
る
山
々
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
は
と
も
に
「
春
日
験
記
」
の
風
景
描
写
の
中
に
見
ら
れ
る
表
現
を
基
に
し
た
も
の
で
、

「
春
日
験
記
」
で
は
第
十
九
、
二
十
巻
に

多
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、

「
春
日
験
記
」
第
十
九
巻
段
一
春
日
山
景
と
「
慕
帰
絵
詞
」
と
を
比
較
対
照
す
る
と
、

「
石
山
寺
縁

起
」
第
三
巻
段
二
近
江
山
景
は
そ
の
山
裾
を
隠
す
霞
の
は
た
ら
き
の
点
か
ら
は
、
こ
の
二
者
の
聞
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
「
石
山
寺
縁
起
」
第
一
、
二
、
三
巻
は
、
そ
の
詞
書
の
成
立
時
期
と
推
定
さ
れ
る
正
中
年
間
（
一
三
二
四
｜
一
一
二
二
六
）

以
降
、

「
慕
帰
絵
詞
」
完
成
の
観
応
二
年
ま
で
の
聞
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



さ
て
、
矢
田
寺
本
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
に
目
を
戻
す
と
、
山
型
に
r

か
か
る
霞
の
表
現
か
ら
は
、
こ
れ
が
先
述
の
諸
作
品
の
中
で

は
「
石
山
寺
縁
起
」
第
一
、
二
、
三
巻
に
最
も
近
似
す
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
o

矢
田
寺
本
の
殆
ど
の
場
面
が
比
較
的
短
い
画
面

構
成
を
と
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
場
面
単
位
に
拘
わ
ら
ず
に
見
直
す
と
、

F
の
背
景
の
山
、

b
↓

a
お
よ
び
C

↓
d
↓

e
に
わ
た

り
連
続
し
て
描
か
れ
る
風
景
描
写
は
、

一
つ
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
空
間
と
し
て
の
整
合
性
を
も
っ
て
お
り
、
空
間
的
展
開
を
好
む
「
石

矢田地蔵縁起絵巻の筆者に関する一考察

山
寺
縁
起
」
の
傾
向
と
一
致
す
る
。
こ
こ
で
は
、
矢
田
寺
本
と
「
石
山
寺
縁
起
」
と
の
先
後
関
係
の
決
定
は
ま
だ
で
き
な
い
が
、
す
や

り
霞
の
表
現
か
ら
は
、
特
殊
な
存
在
で
あ
る
「
玄
奨
三
蔵
絵
」
と
残
欠
で
あ
る
「
駒
競
行
幸
絵
巻
」
と
を
除
く
と
、
隆
兼
画
系
に
お
け

「
春
日
験
記
し
か
ら
「
石
山
寺
縁
起
」
第
一
、
二
、
三
巻
お
よ
び
矢
田
寺
本
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
へ
、

さ
ら
に
「
慕
帰
絵
詞
」

るお
よ
び
「
石
山
寺
縁
起
」
第
五
巻
へ
と
い
う
流
れ
が
想
定
さ
れ
得
ょ
う
。

次
に
、
矢
田
寺
本
の
細
部
表
現
を
「
春
日
験
記
」
そ
の
他
の
作
品
と
比
較
す
る
こ
と
に
す
る
。

す
や
り
霞
の
表
現
に
つ
い
て
は
既
に
見
た
が
、
矢
田
寺
本
で
は
、
現
世
を
表
わ
す
場
面
に
は
す
や
り
霞
、
改
羅
宮
や
地
獄
の
場
面
に

は
波
状
雲
を
用
い
る
と
い
う
描
き
分
け
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
す
や
り
霞
の
水
平
直
線
が
、
満
米
上
人
と
冥
官
が
淡
羅
宮
に
到
着
す
る

場
面
で
あ
る
宮
門
の
あ
た
り
か
ら
波
立
ち
は
じ
め
、
薄
墨
の
輪
郭
線
の
内
側
を
胡
粉
で
隈
取
っ
た
波
状
雲
に
変
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
描
き
分
け
は
金
剛
山
寺
本
、

個
人
蔵
本
に
は
な
い
。

「
春
日
験
記
L

、
時
代
は
降
る
が
「
融
通
念
仏
縁
起
L

（
清
涼
寺
）
に
見
ら

れ
る
が
、
雲
の
形
態
は
異
な
る
。
こ
の
波
状
雲
は
「
志
度
寺
縁
起
」

「
温
泉
寺
縁
起
」
等
の
掛
幅
説
話
画
に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も

矢
田
寺
本
の
そ
れ
と
は
形
態
が
異
な
り
、
す
や
り
霞
を
併
用
す
る
な
ど
区
分
の
意
識
も
明
瞭
で
は
な
い
。
矢
田
寺
本
の
雲
に
形
態
の
相

33 

制
す
る
も
の
と
し
て
は
「
玄
安
三
蔵
絵
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
す
や
り
霞
の
代
用
に
さ
れ
た
も
の
で
、
中
に
は
緩
や
か
な
曲
線
だ
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け
の
も
の
も
あ
る
が
、
第
三
、
五
、
六
巻
等
の
細
か
く
波
打
つ
雲
の
表
現
に
は
矢
田
寺
本
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
両

者
を
比
較
す
る
と
、
矢
田
寺
本
の
方
が
波
が
細
か
く
、
層
も
し
つ
こ
い
程
に
重
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
「
玄
嬰
三
蔵
絵
」
に
よ
り
初
発
性

が
感
ピ
ら
れ
る
。
波
状
雲
と
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
矢
田
寺
本
の
雲
上
を
飛
ぶ
二
羽
の
鳥
（
図
幻
）
で
あ
る
。
鶏
冠
と
尻
の
毛
を

朱
、
胸
と
足
を
白
群
、
他
を
全
泥
で
塗
る
こ
の
鳥
は
、

「
玄
奨
三
蔵
絵
」
第
六
巻
段
四
の
雲
上
を
飛
ぶ
三
羽
の
鳥
の
中
央
（
図
お
）
に

色
形
と
も
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
し
「
玄
繋
三
蔵
絵
」
の
鳥
の
方
が
は
る
か
に
均
整
の
と
れ
た
形
で
あ
る
。

次
は
山
型
に
つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。
裾
を
左
右
相
称
に
緩
や
か
に
広
げ
た
伏
鉢
形
の
山
型
は
、
随
所
に
見
ら
れ
、
そ
れ
は
全
体

を
緑
青
で
塗
り
上
部
に
群
青
を
か
け
た
も
の
で
、
平
安
以
来
の
伝
統
的
な
や
ま
と
絵
の
山
で
あ
る
。
椀
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
の
こ
ん
も

り
と
し
た
遠
樹
も
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
矢
田
寺
本
で
興
味
深
い
の
は
崖
や
岩
の
描
写
で
あ
る
。
古
来
の
や
ま

と
絵
は
な
だ
ら
か
な
山
型
に
せ
よ
、
荒
々
し
い
岩
崖
に
せ
よ
、
主
に
弧
の
よ
う
な
披
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
立
体
感
を
表
現
し
て
い
た
。

し
か
し
、
矢
田
寺
本
は
山
の
片
側
を
な
だ
ら
か
な
斜
面
に
描
い
て
緑
青
群
青
或
い
は
黄
土
で
塗
り
こ
め
、
反
対
側
は
岩
肌
も
露
わ
な
懸

崖
に
す
る
と
い
う
対
照
的
な
構
成
を
好
ん
で
用
い
る
。
し
か
も
崖
下
に
は
鋭
角
的
に
突
出
し
た
岩
を
描
い
て
懸
崖
の
険
し
さ
を
印
象
づ

け
る
。
な
お
、
懸
崖
は
「
警
厳
縁
起
」
や
根
津
美
術
館
本
「
新
絵
因
果
経
」

（
一
二
五
四
）
等
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
は
ま
だ
穏
や
か
な
形
の
も
の
が
多
い
。
矢
田
寺
本
に
類
似
す
る
険
し
い
様
相
の
崖
は
「
東
征
伝
絵
巻
」
に
至
っ
て
よ
う
や
く
現
れ
る

が
、
細
か
い
披
を
重
ね
て
陰
影
を
つ
け
る
表
現
は
異
質
な
も
の
で
あ
る
（
図
日
）
。
ま
た
「
一
遍
聖
絵
」
の
随
所
に
見
ら
れ
る
懸
崖
は
、

険
し
い
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
垂
直
に
刷
か
れ
る
披
は
む
し
ろ
水
墨
画
的
と
言
え
る
よ
う
な
表
現
で
あ
り
、
こ
れ
も
性
質
を
異
に
す
る
。

矢
田
寺
本
と
同
質
の
表
現
は
「
春
日
験
記
L

、
お
よ
び
「
玄
安
三
蔵
絵
」
を
ま
つ
こ
と
に
な
り
、
前
者
で
は
第
一
巻
段
三
、
第
二
巻
段
二

（
図
ロ
）
第
十
九
巻
段
五
な
ど
に
よ
く
似
た
表
現
が
あ
り
、
柔
か
い
筆
致
と
濃
彩
が
悠
揚
た
る
山
型
を
構
成
す
る
様
は
、
こ
う
し
た
表



現
が
既
に
整
形
さ
れ
た
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
後
者
で
は
懸
崖
が
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
岩
肌
に
同
じ
筆
触
の
平

行
な
披
を
何
本
も
書
き
こ
み
す
ぎ
る
き
ら
い
が
あ
り
、
自
然
景
と
い
う
よ
り
は
も
は
や
人
為
的
な
構
築
の
世
界
で
あ
る
（
図
叩
）
。
こ
れ

に
続
く
も
の
と
し
て
は
「
遊
行
上
人
絵
L

「
慕
帰
絵
調
」
の
松
島
図
（
図
日
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

（
光
明
寺
）
の
厳
飛
び
の
段
、

前
者
は
伝
写
の
た
め
か
既
に
岩
の
構
成
が
崩
れ
て
不
明
瞭
に
な
っ
て
お
り
、
後
者
は
高
い
視
点
か
ら
鳥
敵
的
に
と
ら
え
る
の
で
小
さ
な

矢田地蔵縁起絵巻の筆者に関する一考察

遠
景
と
な
る
。
両
者
と
も
「
春
日
験
記
」
の
表
現
と
は
相
当
の
隔
た
り
が
あ
る
。
こ
れ
に
比
べ
る
と
矢
田
寺
本
は
、
描
線
は
力
強
さ
に

欠
け
、
岩
の
形
態
に
も
多
少
不
整
合
な
点
は
あ
る
が
、
風
景
全
体
の
も
つ
大
き
さ
は
こ
れ
が
「
春
日
験
記
」
、
「
玄
奨
三
蔵
絵
」
を
遠
く

降
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
矢
田
寺
本
の
崖
下
に
逆
三
角
形
に
突
出
す
る
岩
の
先
端
に
は
、
墨
の
隈
取
が
施
さ
れ
て
銀

泥
に
似
た
効
果
を
出
す
が
、
こ
れ
は
「
玄
奨
三
蔵
絵
」
が
銀
泥
を
用
い
て
行
な
う
表
現
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
崖
の
所
々
に
生
え
る
小

松
も
三
者
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
矢
田
寺
本
F
の
攻
王
が
満
米
上
人
を
具
し
て
地
獄
に
行
幸
す
る
場
面
の
背
後
に
展
開
す
る
風

景
は
、
金
剛
山
寺
本
に
は
な
く
、
個
人
蔵
本
の
そ
れ
に
似
た
構
図
で
あ
る
が
、
全
体
的
な
表
現
と
し
て
は
「
玄
奨
三
蔵
絵
」
第
四
巻
段
一
、
同

段
二
に
近
似
す
る
。
金
剛
山
寺
本
、
個
人
蔵
本
に
は
描
か
れ
な
い
行
幸
に
随
行
す
る
唐
風
人
物
に
も
「
玄
安
三
蔵
絵
」
と
の
共
通
性
が
認
め

ら
れ
る
。

山
型
と
関
連
し
て
も
う
一
つ
特
徴
的
な
も
の
は
、
地
獄
の
場
面
に
描
か
れ
る
岩
で
あ
る
。
荒
い
筆
触
の
や
や
太
目
の
薄
い
墨
線
と
、

そ
の
内
側
に
沿
う
細
く
濃
い
墨
線
と
で
輪
郭
を
作
り
、
同
じ
手
法
の
刺
を
つ
け
る
。
内
部
に
は
薄
墨
を
刷
い
て
陰
影
を
つ
け
る
。
こ
れ

が
第
一
話
第
二
話
と
も
に
地
獄
の
釜
の
前
後
に
描
か
れ
る
。
現
世
を
表
わ
す
場
面
の
山
や
岩
と
の
こ
の
よ
う
な
描
き
分
け
は
寸
春
日
験

記
L

第
六
巻
段

（
図
日
）
の
地
獄
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
表
現
も
類
似
す
る
。
地
獄
図
と
し
て
は
承
久
本
「
北
野
天
神
縁
起
」

北
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野
天
満
宮
）
第
七
、
八
巻
、

「
春
日
験
記
」

「
六
道
絵
」

聖
衆
来
迎
寺
）
、

「
地
獄
極
楽
図
扉
風
」

（
金
戒
光
明
寺
）
な
ど
が
あ
り
、
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の
炎
の
中
に
人
聞
が
ま
っ
さ
か
き
ま
に
な
っ
て
落
ち
て
い
く
情
景
に
は
「
六
道
絵
L

黒
縄
地
獄
図
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
。

い
ず
れ
も

そ
こ
に
は
荒
々
し
い
岩
が
描
か
れ
て
お
り
、
金
剛
山
寺
本
「
矢
田
地
蔵
縁
起
」
に
も
刺
々
し
い
岩
が
あ
る
。
し
か
し
、
矢
田
寺
本
の
地

獄
は
直
接
的
に
は
「
春
日
験
記
」
と
最
も
強
く
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
岩
の
表
現
だ
け
で
な
く
、

ほ
ぽ
一
定
の
巾
を
も
っ
炎

が
渦
巻
く
の
で
は
な
く
周
囲
へ
向
か
っ
て
平
行
に
広
が
る
形
、
炎
の
中
に
落
ち
て
い
く
人
聞
が
金
剛
山
寺
本
（
図
日
）
と
個
人
蔵
本
で

は
刃
の
鋭
い
鎌
を
背
負
う
の
に
対
し
「
春
日
験
記
」
と
矢
田
寺
本
で
は
岩
を
縛
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
肉
付
の
遅
し
い
鬼

の
姿
（
図
口
－

M
）
等
か
ら
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
岩
の
表
現
で
興
味
深
い
の
は
、
第
二
話
後
半
部
C

↓
d
↓

e
（図

H
）
の
場
面
転
換
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
康
成
邸
の
背
景
に
な

る
現
世
の
山
型
と
、
地
獄
を
と
り
囲
む
ご
つ
ご
つ
し
た
岩
と
が
、
背
中
合
わ
せ
に
な
っ
て
一
つ
に
ま
と
ま
っ
た
山
型
を
作
り
、

つ
の

場
面
を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
展
開
さ
せ
る
。

d
↓

e
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
左
右
で
異
な
る
崖
の
表
現
は
、
基
本
的
に
は
先
述
の
懸
崖

の
構
成
と
同
様
の
も
の
で
あ
り
、
矢
田
寺
本
の
特
徴
を
示
す
表
現
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
人
蔵
本
の
こ
の
部
分
が
C

↓

d
で
は
康
成
邸
と
地
獄
の
炎
が
一
線
を
介
し
て
相
接
し
、

d
↓

e
で
は
渦
巻
雲
を
縦
に
湧
出
さ
せ
て
境
界
と
し
て
い
る
の
と
比
較
す
る

と
、
矢
田
寺
本
の
こ
の
構
成
が
連
続
画
面
形
式
の
絵
巻
の
場
面
転
換
と
し
て
、
秀
逸
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
ま
る
で

山
の
内
部
に
地
獄
が
あ
っ
て
そ
れ
を
透
視
す
る
よ
う
な
こ
の
構
成
は
本
興
寺
本
「
法
華
経
変
相
図
」
（
一
三
三
五
年
）
第
一
一
幅
序
品
第

一
に
も
見
え
る
が
、
こ
れ
の
内
部
は
下
の
方
に
わ
ず
か
に
岩
披
を
入
れ
る
だ
け
で
内
部
を
岩
肌
と
し
て
描
い
て
い
な
い
。
ま
た
「
玄
奨

三
蔵
絵
」
第
二
巻
段
三
で
西
行
す
る
玄
繋
が
流
砂
の
中
に
倒
れ
る
場
面
に
描
か
れ
る
荒
々
し
い
崖
（
図
日
）
は
、
刺
状
の
突
起
が
な
い

こ
と
を
除
け
ば
、
矢
田
寺
本
の
地
獄
の
岩
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
特
に
そ
の
形
態
は
C

↓
d
聞
の
岩
に
酷
似
し
、
そ
の
右
側
斜
面

に
「
玄
笑
三
蔵
絵
」
で
は
金
泥
を
刷
く
の
に
対
し
、
矢
田
寺
本
で
は
黄
土
を
塗
っ
て
同
様
の
効
果
を
出
し
て
い
る
。



樹
木
の
形
態
に
も
「
春
日
験
記
L

（
図
部
）
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
不
自
然
に
琴
曲

（
図
担
）
、
「
玄
安
三
蔵
絵
」

し
た
幹
、
柏
の
旋
回
し
た
枝
を
特
徴
と
す
る
が
、
矢
田
寺
本
や
「
石
山
寺
縁
起
」
第
一
、

二
、
三
巻
（
図
お
）
に
も
同
様
の
表
現
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
樹
幹
に
太
く
長
い
墨
披
を
入
れ
た
り
、
墨
点
を
打
っ
て
節
目
を
表
わ
す
こ
と
は
十
三
世
紀
の
諸
作
品
に
よ
く
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、

「
春
日
験
記
」
、
「
玄
奨
三
蔵
絵
」
で
は
胡
粉
の
細
長
い
線
を
用
い
た
り
、
節
目
の
周
囲
も
白
く
囲
む
な
ど
か
な
り

矢田地蔵縁起絵巻の筆者に関する一考察

装
飾
性
の
強
い
表
現
に
な
る
。
矢
田
寺
本
で
は

a
の
場
面
の
右
上
に
こ
の
よ
う
な
装
飾
性
の
強
い
樹
木
が
一
本
描
か
れ
る
ほ
か
は
、
幹

は
立
体
感
の
乏
し
い
平
板
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
石
山
寺
縁
起
」
第
一
、

二
、
三
巻
の
筒
明
な
表
現
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

矢
田
寺
本
の
上
巻
巻
頭
に
描
か
れ
る
流
水
に
鹿
が
遊
ぶ
情
景
（
図
加
）
は
、
金
剛
山
寺
本
、
個
人
蔵
本
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
背

後
の
樹
木
、
点
苔
の
あ
る
岩
の
表
現
ま
で
含
め
て
「
玄
奨
三
蔵
絵
」
第
七
巻
段
九
（
図
引
）
に
似
て
い
る
。
鹿
の
表
現
で
は
「
春
日
験

記
」
に
も
類
似
し
た
も
の
が
求
め
ら
れ
る
。

次
に
界
法
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
現
世
を
表
わ
す
場
面
の
住
居
は
い
ず
れ
も
素
木
材
で
、
身
舎
の
周
囲
に
聾
子
縁
を
設
け
、
面
取

柱
を
用
い
、
室
内
は
板
張
で
部
分
的
に
青
畳
を
敷
く
と
い
う
他
の
絵
巻
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
攻
羅
宮
（
図

訂
）
は
高
い
壇
上
積
基
壇
を
築
き
、
構
築
材
は
手
摺
高
欄
に
至
る
ま
で
朱
塗
で
あ
る
。
母
舎
に
は
円
相
文
の
繊
越
の
よ
う
な
も
の
が
敷

き
つ
め
ら
れ
、
外
は
石
の
四
半
敷
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
建
物
は
、
古
く
は
「
吉
備
入
唐
絵
巻
」
、
「
華
厳
縁
起
」
、

降
っ
て
は
「
東
征
伝

絵
巻
」
、
「
高
野
大
師
行
状
図
画
」
等
の
中
国
を
舞
台
と
す
る
場
面
に
描
か
れ
、
十
三
｜
十
四
世
紀
に
多
く
制
作
さ
れ
た
掛
幅
説
話
圃
に

も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
し
か
し
、
矢
田
寺
本
の
よ
う
に
基
壇
を
構
成
す
る
地
覆
石
、
葛
石
、
束
石
等
を
全
て
濃
墨
で
塗
り
つ
ぶ
し
、

そ
の
稜
線
u

お
よ
び
接
合
線
を
胡
粉
で
採
色
す
る
と
い
う
黒
白
の
強
烈
な
対
照
を
見
せ
る
表
現
は
、
他
で
は
「
春
日
験
記
」
に
三
度
描
か
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「
玄
奨
三
蔵
絵
」
に
見
ら
れ
る
建
物
（
図
却
）
は
、

れ
る
閤
魔
王
宮
（
図
お
）
と
「
玄
奨
三
蔵
絵
」
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
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種
々
の
細
部
的
変
化
は
あ
っ
て
も
こ
の
点
は
全
て
に
共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
構
造
的
に
整
合
し
た
精
密
な
描
写
で
あ
る
。

彩
色
は
ほ
り
ぬ
り
で
、

「
玄
奨
三
蔵
絵
」
に
見
ら
れ
る
緑
青
で
ほ
り
ぬ
り
す
る
連
子
窓
は
、
矢
田
寺
本
第
一
話
末
の
地
蔵
菩
薩
立
像
を

安
置
す
る
堂
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
、
人
物
の
描
写
に
目
を
転
じ
る
と
、
人
物
は
全
て
か
な
り
大
ぶ
り
に
近
接
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
冥
官
の
顔
は
、
八
の
字
眉

で
目
を
大
き
く
見
聞
き
、
頬
に
濃
い
目
の
朱
を
さ
す
な
ど
い
く
ら
か
誇
張
さ
れ
た
表
現
で
あ
る
。
満
米
上
人
は
い
つ
も
同
じ
衣
を
着
て

現
わ
れ
、
眼
尻
に
雛
を
入
れ
る
リ
ア
ル
な
表
情
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
僧
侶
の
表
情
は
「
春
日
験
記
」
そ
の
他
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
他
の
人
物
は
上
下
の
輸
を
引
い
て
中
に
瞳
を
入
れ
る
も
の
と
、
横
長
の
黒
丸
だ
け
で
目
を
表
わ
す
も
の
と
を
適
当
に
描
き
分
け

て
い
る
。
瞳
を
入
れ
る
場
合
は
眼
頭
か
眼
尻
の
い
ず
れ
か
に
寄
せ
て
点
ぜ
ら
れ
る
。

い
ず
れ
の
面
貌
に
も
引
目
鈎
鼻
式
の
描
写
の
名
残

り
は
な
く
、

リ
ア
ル
な
表
現
で
あ
る
。

さ
て
、
右
の
こ
と
か
ら
、
矢
田
寺
本
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
は
、
す
や
り
霞
を
用
い
る
場
面
転
換
の
方
法
お
よ
び
山
型
、
岩
等
の

細
部
表
現
に
お
い
て
、

「
春
日
験
記
」
、
「
玄
空
二
蔵
絵
」
、
「
石
山
寺
縁
起
」
第
一
、
二
、
三
巻
の
画
風
と
非
常
に
密
接
な
関
係
に
あ
る

こ
と
が
検
証
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
巻
子
本
の
「
矢
田
地
蔵
縁
起
」
は
掛
幅
形
式
の
そ
れ
の
図
様
を
基
に
し
て
制
作
さ
れ
た
と
い
う
成
立

事
情
を
思
い
起
こ
す
と
、
矢
田
寺
本
の
第
一
話
冒
頭
の
流
水
に
鹿
の
遊
ぶ
情
景
、

E
の
場
面
の
攻
羅
宮
、

E
F
聞
の
波
状
雲
と
鳥
、
第

二
話
C
↓
d
↓

e
の
場
面
転
換
を
は
か
る
岩
等
、
現
存
す
る
掛
幅
形
式
の
金
剛
山
寺
本
に
は
な
い
図
様
も
し
く
は
あ
っ
て
も
両
者
の
間

で
全
く
相
違
す
る
図
様
に
、
顕
著
な
隆
兼
画
風
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
特
に
「
玄
笑
三
蔵
絵
」
と
の
聞
に
図
様
の
相
似

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
見
す
る
と
矢
田
寺
本
が
伝
承
の
知
く
隆
兼
筆
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
の
よ
う
に
も
受
け
と



れ
る
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
形
態
や
描
法
の
相
似
は
認
め
ら
れ
で
も
、
矢
田
寺
本
と
「
春
日
験
記
」
お
よ
び
「
玄

奨
三
蔵
絵
」
と
の
聞
に
は
、
厳
然
た
る
質
的
相
違
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
春
日
験
記
」
の
山
型
は
奥
行
の
あ
る
複
雑
な
空

聞
を
構
成
し
て
少
し
も
崩
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
に
対
し
、
矢
田
寺
本
の
そ
れ
は
な
だ
ら
か
な
斜
面
と
し
て
描
か
れ
た
側
の
項
の
部
分

「
春
日
験
記
」
は
肥
痩
を
含
み
つ
つ
も
緊
張
感
の
あ
る
筆
触
で
あ
る
の
に
対

か
ら
崩
れ
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。
描
線
自
体
が
、

し
、
矢
田
寺
本
は
抑
揚
の
な
い
一
本
調
子
な
も
の
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
地
獄
の
場
面
に
描
か
れ
る
岩
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
左
右

矢田地蔵縁起絵巻の筆者に関する一考察

の
向
き
が
反
対
で
あ
る
こ
と
を
除
く
と
殆
ど
同
じ
姿
勢
を
し
て
い
る
二
匹
の
鬼
（
図
口
・
日
）
で
は
、

「
春
日
験
記
」
は
強
い
筆
致
で

肉
付
の
遅
し
さ
を
表
わ
す
が
、
矢
田
寺
本
で
は
筆
圧
を
減
じ
た
描
線
が
し
ま
り
の
な
い
体
駆
に
な
っ
て
し
ま
う
と
と
も
に
、
不
要
な
線

が
目
立
つ
。
ま
た
「
玄
笑
三
蔵
絵
」
は
「
春
日
験
記
L

に
よ
り
近
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
山
型
描
写
に
お
け
る
懸
崖
の
卓
抜
な
構
築

性
は
、
矢
田
寺
本
な
ど
そ
の
比
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
樹
木
の
形
態
に
お
い
て
は
「
春
日
験
記
」
、
「
玄
安
三
蔵
絵
」
は
不
自
然
な
形
に

屈
曲
す
る
の
が
特
徴
と
は
い
う
も
の
の
、
そ
の
形
態
に
は
、
左
右
前
後
へ
の
広
が
り
を
含
ん
だ
空
間
性
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
矢
田
寺
本

は
左
右
へ
の
広
が
り
だ
け
で
奥
行
の
表
現
に
欠
け
て
い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
前
者
が
樹
形
の
変
化
を
楽
し
み
な
が
ら
創
造
的
に
描

い
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
こ
と
さ
ら
に
変
形
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
先
に
立
ち
、
表
現
に
の
び
や
か
さ
が
な
い
。

「
石
山
寺
縁
起
」

第
一
、
二
、
三
巻
の
樹
木
は
こ
の
点
で
「
春
日
験
記
」
よ
り
も
む
し
ろ
矢
田
寺
本
に
近
い
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
空
間
に
対
す
る
構
成
力

を
失
っ
て
い
な
い
。
雲
中
に
飛
ぷ
烏
（
図
幻
・
お
）
を
A
7
一
度
見
る
と
、
矢
田
寺
本
は
二
羽
同
形
で
あ
る
が
、

「
玄
奨
三
蔵
絵
」
は

羽
の
姿
勢
に
変
化
を
も
た
せ
て
い
る
。
前
者
の
少
し
太
身
で
、
短
い
首
を
も
ち
あ
げ
足
を
下
方
に
垂
ら
し
た
姿
と
、
後
者
の
前
に
突
き

出
し
た
頭
か
ら
後
方
に
伸
ば
し
た
足
に
至
る
直
線
的
な
姿
と
を
比
較
す
る
と
、
よ
く
似
た
鳥
で
あ
る
た
め
に
か
え
っ
て
そ
の
描
写
力
の

39 

差
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
矢
田
寺
本
と
「
春
日
験
記
」
お
よ
び
「
玄
安
三
蔵
絵
」
と
の
聞
の
質
的
相
違
は
、
若
書
き
と
か
晩
年
に
生
じ
た
変
化
と

い
う
同
一
筆
者
に
お
け
る
時
間
的
推
移
に
よ
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
山
型
や
樹
木
の
表
現
に
は
、

一
度
完
成
し
た
様
式
が
簡
便

化
し
て
い
く
傾
向
が
感
じ
ら
れ
、
ま
ず
こ
こ
に
時
間
的
な
下
降
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
部
分
的
に
し
か
述
べ
な
か
っ
た
が
、

山
型

等
に
指
摘
し
た
描
線
の
筆
力
の
相
違
は
矢
田
寺
本
の
全
体
に
つ
い
て
も
三

力
に
帰
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
矢
田
寺
本
を
隆
兼
そ
の
人
の
筆
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

矢
田
寺
本
の
筆
者
像
を
考
え
る
時
、
そ
こ
に
は
、
ま
ず
、
隆
兼
の
周
辺
に
つ
い
て
「
春
日
験
記
」
、
「
玄
奨
三
蔵
絵
」
を
、
も
し
く
は

こ
れ
ら
を
制
作
す
る
際
の
下
絵
と
な
っ
た
も
の
を
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
絵
師
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
絵
師
は
、

一
世
代
或
い
は
半
世
代
位
若
く
て
、
質
的
後
退
は
あ
っ
て
も
隆
兼
の
様
式
を
隆
兼
そ
の
人
と
の
直
接
交
渉
の
中
で
継
承
し
た
も
の
と
推

定
す
る
。
隆
章
、
隆
昌
が
描
い
た
っ
慕
帰
絵
詞
L

、
粟
田
口
隆
光
筆
と
の
伝
承
は
あ
る
が
定
か
で
は
な
い
っ
石
山
寺
縁
起
」
第
五
軒
に

＋
品
、

「
春
日
験
記
」
と
の
時
間
的
隔
た
り
に
よ
る
変
容
は
覆
う
べ
く
も
な
い
と
し
て
も
、
時
代
様
式
と
い
う
概
念
だ
け
で
は
一
括
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
隆
兼
の
画
風
の
実
情
と
い
っ
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
隆
兼
様
式
が
何
ら
か
の
形
で
継
承
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
り
、
矢
田
寺
本
の
筆
者
も
そ
の
聞
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
画
面
構
成
の
点
か
ら
は
「
慕
帰
絵
詞
」
よ
り
も
さ

ら
に
遡
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
石
山
寺
縁
起
」
第
一
、
二
、

三
巻
が
隆
兼
筆
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
筆
者
に
つ
い
て
も
同
様
の

こ
と
が
言
え
る
。
そ
う
な
る
と
、
こ
こ
に
隆
兼
を
と
り
ま
く
複
数
の
絵
師
の
存
在
と
、
そ
の
中
に
お
け
る
様
式
の
継
承
が
認
め
ら
れ
る

」
と
に
な
る
。
矢
田
寺
本
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
は

「
春
日
験
記
L

と
の
質
的
相
違
が
比
較
的
明
白
で
あ
る
た
め
、
別
の
絵
師
に
よ

る
画
系
の
継
承
と
い
う
こ
の
関
係
を
か
え
っ
て
よ
り
強
く
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。



通
ピ
て
、
何
ら
か
の
形
で
継
承
さ
れ
続
け
た
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
立
証
す
る
た
め
に
は
、
十
四
世
紀
を
通
ピ
て
な
お

「
春
日
験
記
」
に
・
お
い
て
大
成
さ
れ
た
隆
兼
様
式
は
、
以
後
の
変
容
し
て
い
く
や
ま
と
絵
の
中
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
作
品
を

多
く
の
作
品
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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注
（

1
）
 

源
豊
宗
「
玄
奨
三
蔵
絵
綜
説
L

『
日
本
絵
巻
物
全
集
』
第
一
四
巻
、
角
川
書
店
、
昭
和
三
七
年
、
三
｜
二

O
頁。

（

2
）
 

宮
島
新

「
十
四
世
紀
に
お
け
る
絵
所
預
の
系
譜
」

『
美
術
史
』
第
八
八
号
、
昭
和
四
八
年
、
八
七
H
i
一
O
三
頁
。

（

3
）
 

源
豊
宗
前
掲
論
文
、

一二

l
一
九
頁
。

（

4
）
 

こ
れ
ら
の
諸
絵
巻
に
関
す
る
論
究
の
代
表
的
な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

梅
津
次
郎
「
石
山
寺
縁
起
絵
に
つ
い
て
」

『
日
本
絵
巻
物
全
集
』
第
二
二
巻
、
角
川
書
店
、
昭
和
四
一
年
、
三
ー
二
二
頁
。

吉
田
友
之
「
『
石
山
寺
縁
起
』
七
巻
の
歴
程
」

『
日
本
絵
巻
大
成
』
第
一
八
巻
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
三
年
、
九
八
｜
一
一
八
頁
。

宮
次
男
「
駒
競
行
幸
絵
巻
」

『
日
本
絵
巻
物
全
集
』
第
一
七
巻
、
角
川
書
店
、
昭
和
四
O
年、

一五

l
一
八
頁
。

上
野
憲
示
「
『
駒
競
行
幸
絵
巻
』
の
復
原
と
考
察
L

『
日
本
絵
巻
大
成
』
第
二
三
巻
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
四
年
、

二
二
｜
三
一

頁

（

5
）
 

梅
津
次
郎
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
の
諸
相
」

『
美
術
史
』
第
三
九
号
、
昭
和
三
六
年
、
六
九
｜
七
七
頁
。
矢
田
寺
本
の
全
巻
写
真
及
び

公
刊
調
書
所
載
。

（

6
）
 

金
剛
山
寺
本
の
制
作
年
代
は
鎌
倉
末
期
、
矢
田
寺
本
に
多
少
先
行
す
る
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
制
作
の
前
後
関
係
と
両
本
の
成
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立
の
前
後
関
係
と
は
別
次
元
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

（

7
）
 

矢
田
寺
本
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
現
在
下
巻
に
付
さ
れ
て
い
る
奥
付
に
よ
っ
て
、
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
正
月
十
五
日
に
洛
東
朝

陽
山
法
林
寺
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

（

8
）
 

梅
津
次
郎
前
掲
論
文
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
の
諸
相
」
六
八
｜
七

O
頁。

以
下
の
論
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
矢
田
寺
本
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
巻
」
の
全
図
を
掲
載
し
、
各
場
面
の
説
明
を
加
え
る
べ
き
で

あ
る
が
、
紙
数
の
制
限
が
あ
る
の
で
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
各
場
面
は
梅
津
氏
が
説
話
の
進
行
順
に
用
い
ら
れ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

を
、
本
稿
で
も
踏
襲
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
氏
の
『
美
術
史
』
で
の
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
の
諸
相
」
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

9 

源
豊
宗
前
掲
論
文
、

一
八
頁
。

10 

藤
原
隆
昌
は
崇
光
天
皇
御
世
（
一
三
四
八
｜
一
三
五
一
）
の
絵
所
預
で
あ
り
、
文
和
元
年
（
一
三
五
二
）
に
は
隆
章
の
あ
と
を
襲
つ

て
祇
園
社
絵
所
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
宮
島
新
一
前
掲
論
文
、
九
二

i
九
三
頁
。

（日）

吉
田
友
之
前
掲
論
文
、

一
五
頁
。

（ロ）

修
理
銘
に
よ
り
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
、
田
原
本
楽
回
寺
（
奈
良
県
磯
城
郡
）
の
阿
闘
梨
の
勧
進
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
百
橋
明
穏
「
本
興
寺
法
華
経
変
相
図
」

一
五
二
四
頁
。

『
日
本
美
術
工
芸
』
第
四
五
七
号
、
昭
和
五
一
年
、

（日）

源
豊
宗
前
掲
論
文

一
五
｜
二
ハ
頁
。

14 

第
一
話
E
に
あ
た
る
こ
の
場
面
の
図
様
は
、
金
剛
山
寺
本
、
個
人
蔵
本
は
相
似
す
る
が
、
矢
田
寺
本
は
全
く
異
な
る
。
梅
津
次
郎
前

掲
論
文
「
矢
田
地
蔵
縁
起
絵
の
諸
相
」
七

O
頁。

（日）

粟
田
口
隆
光
は
清
涼
寺
本
「
融
通
念
仏
縁
起
」
二
巻
（
一
四
一
四
年
）
の
筆
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
「
石
山
寺
縁



起
」
第
五
巻
の
画
風
は
一
致
し
な
い
。
吉
田
友
之
前
掲
論
文
、

一O
九
頁
。

〔
付
記
〕

掲
載
図
版
に
つ
い
て
は
、
矢
田
寺
、
金
剛
山
寺
、

藤
田
美
術
館
、
京
都
国
立
博
物
館
、
角
川
書
店
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
柳
津

孝
氏
、
大
阪
大
学
武
田
恒
夫
教
授
の
御
高
配
に
あ
ず
か
り
、
ま
た
角
川
書
店
『
日
本
絵
巻
物
全
集
』
よ
り
多
く
の
図
版
を
複
製
さ
せ
て

頂
い
た
。
記
し
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

（
大
学
院
学
生
）

43 





(Lつづき）



14.欠山地蔵隊起（失l古寺本） e← d ..,_ c 

20.長lH地蔵縁起（矢田寺本）上巻券頭



15.春日験記第 6巻段 1 (14.つづき）

28.春日験記第9巻段3

29.玄安三蔵絵第5巻段 1 26.石山寺縁起第 3巻段2




